
お申込みはポータルサイトから

参 加 費

内　　容　

令和5年度埼玉県介護職員就業定着支援事業

ACPの普及とともに、自宅や施設での看取りが増えてきました。最期の日が近づいて
いくご本人やご家族が穏やかになれる対話の方法があります。それは介護職の方もご
本人の尊厳を意識して関わることができる援助のひとつです。
演習を通して、意思疎通が難しい方へ自信を持って声を掛ける事ができるようになり
ます。「あなたの大切なものは何ですか？」自分自身への問いかけ通して、対人援助
の基礎を一緒に学びませんか？

『看取り期のコミュニケーション研修』

３月11日（月）
会　　場

講師プロフィール

令和5年度 埼玉県介護職員就業定着支援事業 運営事務局

048-782-5173
さいたま市大宮区桜木町1-9-1 三谷ビル7F

［受託運営］(株)シグマスタッフ埼玉支社
埼玉県介護のお仕事応援ポータルサイト

「羽ばたけ！
   SAITAMA KAIGO」［委託元］埼玉県福祉部高齢者福祉課

＜申し込み先＞

参加対象　

大宮駅西口徒歩3分

新任介護職員向け研修

埼玉県内に所在する介護保険サービス事業所に勤務する
実務経験3年未満の介護職員

大宮ソニックシティ集会室602

開催日時

無料 定　  員 60名

○ 対人援助の基本（援助的コミュニケーション、苦しみのキャッチ、
　 支えのキャッチなど）
○ あなたにとって大切なものは何ですか？ディグニティセラピーとは
○ [演習タイム] 聴き役と家族役に分かれてのロールプレイ
○ 質疑応答、全体のまとめ

～ご利用者様も・介護スタッフの心も穏やかに～

13：30〜16：30

めぐみ在宅クリニック　院長
小澤竹俊講師

1987年 東京慈恵会医科大学医学部医学科卒業
1991年 山形大学大学院医学研究科医学専攻博
士課程修了。救命救急センター、農村医療に従
事
1994年 横浜甦生病院 内科・ホスピス勤務
1996年 ホスピス病棟長となる
2006年 めぐみ在宅クリニックを開院、院長と
して現在に至る。
2000年より「自分がホスピスで学んだことを
伝えたい」との思いから、学校を中心に「いの
ちの授業」を展開
2013年より人生の最終段階に対応できる人材
育成プロジェクトを開始し、多死時代にむけた
人材育成に取り組んでいる

著 書
「今日が人生最後の日だと思って生きなさい」
「死を前にした人にあなたは何ができますか？」
「折れない心を育てる いのちの授業」　他多数

ＮＨＫ プロフェッショナル仕事の流儀
第317回　2017年3月6日放送

一般社団法人
エンドオブライフ・ケア協会代表理事

テレビ出演

「わが家で穏やかに、最期を導く」


